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1． 背景 
福⼭駅から徒歩 7 分の場所に位置する福⼭本通商店街は，2016 年に⽼朽化したアーケードの撤去改修

事業が⾏われ，開放的な公園のようなストリートスケープへと変化つつある。しかしながら，古びた薄暗
いアーケードを取り除き，明るく開放的な商業空間となったものの，依然空き店舗も⽬⽴つ中、商店街と
してのにぎわいを取り戻すまでには⾄っていない。 
2． ⽬的と⽅法 
2022 年 5 ⽉から新たにアートの拠点(あるいは交流の場)となるべく，福⼭本通商店街の⼀⾓に sankaku

ギャラリーがオープンした。本研究では，ギャラリー代表者の研究協⼒を得ながら，同ギャラリーにおけ
る開廊以降の活動状況の把握や実践活動（作品展⽰発表やワークショップ等含む）を試⾏する中で，福⼭
本通り商店街のにぎわい創出につながるようなアート活動の具体的⽅策について検討することを研究⽬
的とする。  
3． 実践結果と考察 
実践事例として次の３本の展⽰を企画および実施した。①創作絵本と⽊⼯オブジェ̶福⼭市⽴⼤学教育

学部３年⽣による授業作品展̶ ②渋⾕ 清 展̶ヒカリノカタチ̶ ③⼿のひらのアート展 
これらの事例を含み，開廊以来催された展⽰と来廊者数は以下の表のとおりである。 

（資料提供：sankaku Gallery  2022.5/18-2023/04/09) 
アート活動を実践する側とその活動を受け⼊れてギャラリー運営をする側の双⽅向から検討した結果、

商店街の中に位置するギャラリーをアート活動拠点として次の５点の具体的⽅策が⾒出された(これまで
も進めてきた広報活動等に加えて)。①美術館のみならずギャラリーに対する理解を進める ②⼦どもた
ちが気軽に⽴ち⼊れるような仕掛け ③展⽰関連企画のワークショップ実施 ④ギャラリースペースでの
幅広いイベント企画開催 ⑤“地域にあるギャラリー”を意識した企画展⽰  
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